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［背景・ねらい］ 
 県内のチオファネートメチル剤耐性ダイズ紫斑病菌密度は高く、防除効果の低減が心配

されている。平成 12年度に普及に移す技術として、イミノクタジンアルベシル酸塩粉剤＋
チオファネートメチル粉剤による防除体系を示した。しかし、この防除体系はチオファネ

ートメチル剤耐性菌率を減少させる効果がなく抜本的な対策ではなかった。そこで、最近

登録された中でチオファネートメチル剤とは系統の異なる薬剤の紫斑病に対する防除効果

を明らかにする。 
 
［技術の内容・特徴］ 
１．イミベンコナゾール粉剤を 10a当たり 4㎏、開花後 20～35日に２回散布することによ
って、従来の防除体系に比べ、安定して紫斑粒の発生が少なくなる（図１）。 
２．イミベンコナゾール粉剤はチオファネートメチル剤耐性菌に対して効果が高い（図１）。  
３．本防除体系は種子伝染源量が少ないと防除効果はより高くなる（図１）。 
４．チオファネートメチル粉剤散布圃場から採種した種子を播種した圃場ではチオファネ

ートメチル粉剤の効果は認められず、イミベンコナゾール粉剤散布圃場から採種した種子

を播種した圃場でも、チオファネートメチル粉剤の防除効果は低い（図２）。 
５．無病徴の種子にもチオファネートメチル剤耐性菌は感染しており、次作の伝染源とな

る（図１、図２）。 
 
［技術の活用面・留意点］ 
１．耐性菌比率を低下させるために、採種圃場ではチオファネートメチル剤の使用を中止

し、本防除体系を導入する。 
２．紫斑病の発生の多かった圃場の種子は、外見健全でも感染している可能性が高いので

発病の少なかった圃場の健全な種子を使用する。 
３．莢に薬剤が付着するように、ていねいに散布する。 
４．収穫が遅れるほど紫斑粒の発生が多くなるので、適期に収穫する。 
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注）ﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ剤耐性紫斑病菌汚染種子を外見健全種子に種子重も50％、5％、0％混入
し、播種。薬剤散布は開花20日後と30日後に行った。紫斑粒病率は収穫時の発病粒率。数字
は無散布区に対する防除効果

図１　ダイズ紫斑病罹病種子混入量が薬剤の紫斑病防除効果に及ぼす影響
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図２　薬剤散布歴の異なる圃場から採種した種子を播種した圃場における薬剤散布に
よる紫斑病防除効果

注）前年にﾁｵﾌｧﾈｰﾄﾒﾁﾙ剤、ｲﾐﾍﾞﾝｺﾅｿﾞｰﾙ剤をそれぞれ2回散布した圃場から採種した外見健全な種子を
使用。開花20日後と35日後に10a当たり4㎏散布。紫斑病粒率は収穫期の発病粒率。数字は無散布区に対
する防除効果

  


